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みなもとの らいこう たいしょう 

むかし 源 頼 光と いう 大将が ありました。 その 

けらい わたな ベの つな うらべの すえた け うすいの さ だみ つ さかた のきん とき 

家来に 渡 辺 綱、 卜 部 季武、 碓井貞 光、 坂 田 公 時と いう 

にんつ よぶ し なだか らいこう 

四 人の 強い 武士が いました。 これが 名高い、 「頼 光の 

てんのう 

四天王」 でございます。 

たんば おおえ やま しゅてん どうじ よ おそ 

そのころ 丹 波の 大 江山に、 酒呑 童子と 呼ばれた 恐ろ 

おにす まいにち みやこ まち き 

しい 鬼が 住んで いて、 毎日の ように 都の 町へ 出て 来 

ほうぼう いえ こども 

て は、 方々 の 家の 子供 を さらって 行きました。 そして 

さんざん 自分の そばに おいて 使って、 用が なくなる と 

食べ てし まいました。 



ぶ し おおえ やま おに たいじ 

「だれか 武士のう ちに 大 江山の 鬼 を 退治す る もの はな 

ヽゝ o 一 

I 力 」 

と 大臣に おたずねに なりました。 すると 大臣 は、 

げんじ たいしょうら いこう 

「それ は 源氏の 大将 頼 光と、 それにつ いてお ります 

てんのう さむらい 

四天王の 侍 どもに かぎります ご 

と 申し上げました。 天子 さま は、 

らいこう かなら おおえ やま おに たいじ 

「なるほど 頼 光なら ば、 必ず 大 江山の 鬼 を 退治して 

来る に 相違ない ご 

とおつ しゃって、 頼 光 をお 呼び出しに なりました。 

らいこう てんし うかが 

頼 光 は 天子 さまのお いいつけ を 伺います と、 すぐ 

かしこまつ てうちへ 帰り ましたが、 なにしろ 相手 は 



らいこう ほうしょう おとこ やま はちまんぐう つな きんと き すみよし 

頼 光と 保昌 は 男 山 の 八幡宮に、 綱と 公 時 は 住吉の 

みょうじん さ だみ つ すえた け くまの ごんげん 

明 神に、 貞 光と 季武は 熊 野の 権現に おまいり をして、 

めでたい 武運 を 祈りました。 

ぢぢ 1!*- やま む 

さて いよいよ 大 江山 へ 向けて 立 つ ことにき める と、 

らいこう にん ぶ し やまぶし すがた 

頼 光 はじめ 六 人の 武士 はいずれ も 山伏の 姿 になって、 

あたま ときん すずかけ き よろい 

頭に 兜 巾 を かぶ リ、 篠掛を 着ました。 そして 鎧 や 

兜 は笈の 中に かくして、 背中に 背負って、 片手に 

こんごうづえ かたて じゅず きゃはん わらじ 

金剛杖 をつ き、 片手に 珠数を もって、 脚絆の 上に 草鞋 

しゅぎょう ある やまぶし 

を はき、 だれの 目に も 山の 中 を 修行して 歩く 山伏と 

しか 見えない ような 姿 にいで たちました。 



おに さけす なまえ しゅてん どうじ 

「あの 鬼 はたい そうお 酒が 好きで、 名前まで 酒呑 童子 

といって おります。 好物のお 酒 を 飲んで、 酔い 倒れ ま 

か-り だ き ば 

すと、 もう 体が 利か なくなって、 化ける こと も、 にげ 

る こと もで きなくなります。 わたくしども のこのお 酒 

かみ ほうべ ん おに どくざけ ふ し ぎ さけ にんげん 

は、 「神の 方便 鬼の 毒酒」 という 不思議な お 酒で、 人間 

の からだ かる ちから おにの 

が 飲めば 体 が 軽くな つて 力 がまし ますが、 鬼が 飲め 

からだ つ うりき き 

ば 体が しびれて、 通力が なくなって しまって、 切られ 

て も、 つかれても、 どうす る こと もで きません。 この 

お 酒 を あげます から、 酒呑 童子に すすめて 酔いつ ぶし 

しゅび お に くび き くだ 

た 上、 首尾よく 鬼の 首を切って 下さい ご 

といって、 お 酒の かめ を わたしました。 



にん さき た せんじょう 

それから 三人のお じいさん は 先に 立って、 千丈ガ 

たけ のぼ じょう なが 

岳 を 上って 行きました。 十 丈く らい 長さの ある、 まつ 

いわあな そと 

くらな 岩穴の 中 をく ぐって 外へ 出ます と、 さあさあと 

おと た ちい たにがわ なが ところ 

音を立てて、 小さな 谷川の 流れて いる 所へ 出ました。 

とき む 

その 時お じいさん たち はふり 向いて、 

のぼ 

「では この 川に ついて どんどん 上つ ておいで なさい。 

むすめ 

すると 川の ふちに 十七 八の 娘が いますから、 その子 

おに 、-ゎ や 

にたず ねて、 鬼の 岩屋へ おいでな さいご 

おも にん すがた み 

といった と 思う と、 三人と も ふいと 姿が 見えな く 

なりました。 

にん すみよし みょうじん 

みんな は あの 三人のお じいさん は、 住 吉の明 神 さ 



くまの ごんげん おとこ やま はちまん かリ すがた 

まと、 熊 野の 権現 さまと、 男 山の 八幡 さまが 仮に 姿 

あ-, つ. f ノ 

をお 現 しにな つ たもので ある こと を はじめて 知って、 

ふしぎ おも うし あ 

不思議に 思いながら、 後ろから 手 を 合わせて おがみ ま 

した。 そして この 通リ神 さまの あらた かな 加護の ある 

おに たいじ どうぜん こころづよ おも 

上 は、 もう 鬼 を 退治した も 同然 だと 心強く 思いました。 

おそ のぼ 

そこで 教わ つたと おり 川に つ いて どこまでも 上 つ て 

むすめ ち 

行きます と、 十七 八の きれいな 娘が、 川の ふちで 血の 

きもの あら な 

ついた 着物 を 洗いながら、 しくしく泣いて いました。 

頼 光 は その そばへ 寄って、 

ひとり 

「あなた はだれ です。 どうして こんな 山の 中に 一人で 

いるので すご 



き むすめ なみだ 

と 聞きました。 娘 はまた ぼろぼろと 涙 を こぼしな 

、、ゝ ) 、 

力ら 

みやこ ばんお に 

「わたくし は 都から、 ある 晚鬼 にさら われて この 山 

の 中に 来たので ございます。 おとう さま や おかあさま 

や、 ばあやた ち はどうして いるでしょう。 その 人た ち 

にも 一 一度と 会う こと もで きない 身の上に なりました ご 

といい ました。 そして、 

「あなた 方 は いったい どうして こんなと ころへ いら 

おに 、， わ- P 

しったの です。 ここ は 鬼の 岩屋で、 これまで よそから 

にんげん き 

人間の 来た ことはありません ご 

といい ました。 頼 光 は、 そこで、 



ばらく わたくしども を 休ませて いただきとう ござ いま 

すご 

- ) ， J ろぼ そ 

と、 さも 心細そう にいい ました。 

鬼 ども は、 

め ずら もの き だいおう さま 

「これ は 珍しい 者が やって来た ぞ。 なにしろ 大王 様 

もう あ 

に 申し上げ ようご 

しゅてん どうじ ところ 

といって、 酒呑 童子の 所へ 行って しらせ ますと、 

「それ はお もしろ い。 すぐ 奥へ とおせ ご 

と いいました。 

にん ぶ し えんがわ あ ま 

六 人の 武士が 縁側に 上がって 待って いますと、 やが 

かみな リ いなびかり お おおかぜ 

て 雷 や 稲光が しきりに 起こって、 大風のう なる よ 



こういうと 頼 光 も、 

しつれい 

「それ は ごちそうです。 失礼で は ございま すが、 わた 

くし ども もちよう ど 酒 を 持って まいりました から、 こ 

ほう の いただ 

の 方 も 飲んで 頂きたい ものです ご 

と い いました。 

さか も 

「それ はありが たい。 それで は 酒盛り を はじめよう 

/T O _ 

力 」 

どうじ おお こしもと けらい 

童子 はこうい つて、 大ぜ いの 腰元 や 家来に いいつけ 

さけ はこ しゅてん どうじ 

て、 酒 さかな を 運ばせました。 酒呑 童子 は それでも ま 

ゆだん にん やまぶし ため 

だ 油断な く、 六 人の 山伏 を 試して みるつ もりで、 

きゃくじん すす さけ の 

「それで はまず 客人た ちに、 わたしの 勧める 酒 を 飲 



ん でもら つ て、 それから こんど はわた しが ごちそうに 

なること にしよう ご 

しゅてん どうじ おお さかずき にんげん 

といって、 酒呑 童子 は 大きな 杯 になみ なみ 人間の 

い ち しぼ い 

生き血 を 絞って 入れて、 

さけ の 

「さあ、 この 酒 を 飲め ご 

らいこう らいこう こま かお 

といって、 頼 光に さしました。 頼 光 は 困った 顔 もし 

ひといき の 

ないで、 一息に 飲み ほして しまいました。 それから 

ほうしょうつ * きつな つぎ つ ぎ さかずき 

保昌、 次 は 綱と、 かわるがわる 次から 次へ 杯 を まわ 

しゅてん どうじ かえ 

して、 おしまいに 酒呑 童子に 返しました。 

さけ く 

「酒ば かりで はさび しい。 さかな も 食え ご 

しゅてん どうじ なな にんげん 

酒呑 童子 はこうい つて、 こんど は 生ま 生まし い 人間 
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